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2.1 「システムの構成と性能評価」解答解説

問１ ウ

業務の処理形態に関する問題である。

トランザクション処理、ロボットの制御、バッチ処理が問題になっている。

① Ａのオンライントランザクション処理システムは、取引が発生したときに、一定時間内にそ

のデータを処理し、処理結果を返す処理形態である。

② Ｂのバッチ処理システムは、要求元がデータをセンタに一括して送り、センタでは受け取っ

たデータを一定の期日までに処理し、処理結果を要求元に送り返すシステムである。

③ Ｃのリアルタイム処理は、外部の情報をコンピュータが検出し、そのデータを与えられた時

間以内に計算して判断し、外部に対して制御を行うシステムである。

１カ月の給与計算はバッチ処理(Ｂ)、工業用ロボットの自動運転はリアルタイム処理(Ｃ)、飛

行機の座席予約はオンライントランザクション処理(Ａ)である。求める答えはウである。

問２ イ

システムの処理方式に関する問題である。

解答群の項目を説明すると、次のようになる。

① マルチプロセッシングは、マルチプロセッサで実行される処理で、複数のＣＰＵに、それ

ぞれ専門の仕事を割り当て、同時並行的に処理することである。

② オーバヘッドタイムは、ＯＳの制御プログラムが、コンピュータのハードやソフトを使う

時間ことである。

③ タイムシェアリングは、コンピュータの処理時間を細かく分割し、複数の仕事を順次割り

当てて実行することで、各利用者は、あたかも自分だけがそのコンピュータを占有している

ように使えるのが利点である。

④ レスポンスタイムは、コンピュータシステムに対して問い合わせや要求をしてから、それ

への応答がでてくるまでの時間である。

⑤ リアルタイムは、端末などから要求されたデータの処理を、その要求発生とほとんど同時

にコンピュータが実行することである。

⑥ アクセスタイムは、磁気ディスク装置や半導体記憶装置などに対して、データを読み出し

／書き込みするためにかかる時間である。

Ａはタイムシェアリング、Ｂはレスポンスタイムであるから、求める答えはイとなる。

問３ エ

分散処理システムの特徴に関する問題である。

分散処理システムの長所

① 一部の装置の故障がシステム全体を停止させない。

② 機能を分散させることによって、上位層に伝送するデータ量が少なくて済むので通信コ

ストが軽減できる。

③ 大型機のバックアップに比べて、小型機のバックアップの方が経済的である。
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④ 機能分散処理では、機能拡張などのメンテナンスによって分散システムを構成している

他のコンピュータに与える影響が少ない。

⑤ データは、それぞれの発生場所の分散システムに入力されるので、入力データ量の平準

化が図られる。また、入力データのチェックの容易さや信頼性が向上する。

分散処理システムの短所

① 何をどのように分散すればよいか、分散のバランスが難しい。

② システムの構築に広範囲でかつ十分なスキルが必要であり、システムの成功の可否に大

きな影響を与える。

③ 異なったハードウェア間での開発では矛盾が起こりやすい。

④ システム全体から見ると、保守・運用にかかる要員や費用が増加する可能性が大きい。

⑤ システムが分散しているため、機密保護やセキュリティには十分な注意が必要である。

分散処理システムは集中処理システムと比較して、システム全体の運用管理にかかる要員や費

用が増加し、管理が複雑になる。

アの一部の装置の故障でシステム全体が停止するは誤りで、システム全体は停止しない。

イの機能拡張や業務量の増大に対応したシステム拡張が困難は誤りで、他のコンピュータに与

える影響が少なくして拡張が可能である。

ウの機密保護やセキュリティの確保が容易である誤りで、分散に伴って困難になるため十分や

注意が必要になる。

エの運用管理が複雑になり易いは正しい記述である。求める答えはエとなる。

問４ ウ

分散処理に関する問題である。

アの遠隔バッチ処理(リモートバッチ処理)は、遠隔地にある端末装置と中央のコンピュータを

通信回線で接続して利用するような形態である。

イの時分割処理(タイムシェアリング)は、処理装置を時分割で利用することで、複数のユーザ

が１台のコンピュータを対話型で使用するシステムである。

ウの分散処理はネットワーク化された複数のコンピュータで、応用プログラムの処理やデータ

の蓄積を行うことである。ユーザが独自のコンピュータを置いて、処理と管理を行う。他部門と

関連するデータはセンターで処理し、ユーザ部門独自のものはそれぞれの部門で処理して、部門

相互のデータ伝送によって処理活用するシステムである。求める答えはウとなる。

エの集中処理は１台の大型コンピュータに集中してデータの蓄積や応用プログラムの処理を行

うことである。

問５ ウ

タイムシェアリングに関する問題である。

アのリモートバッチはセンタから離れた端末から処理の要求とともにデータをセンタに一括し

て送り、センタでは受け取ったデータを処理した後、端末に返す。

イのタンデムは通信制御装置と中央処理装置の間に、回線の制御を行うＣＰＵを配置したよう

なもので、ＣＰＵの処理を分割して、主処理を行うＣＰＵの負担を軽減し、全体としての処理速

度を向上させるようにしたシステムである。
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ウのタイムシェアリングシステムは、処理装置を時分割で利用することで、複数のユーザが１

台のコンピュータを対話型で使用するシステムである。各ユーザからはコンピュータを占有して

いるかのように見え、各が任意な処理するシステムである。求める答えはウとなる。

エのデュプレックスは、信頼性を高くするために、２台のコンピュータを使用するシステムで、

片方はオンライン処理を担当し、もう一方は他方が故障したときの予備に当てる。予備のコンピ

ュータは、通常はバッチ処理の仕事をしており、万一の時はオンライン処理に切り換わる。

問６ イ

ＡＣＩＤ特性に関する問題である。

ＡＣＩＤ特性は、原子性、一貫性、分離性、持続性の４特性からなる。

① 原子性は、トランザクション処理の一連の手続きの最小の単位を表し、一連の処理が実行

されたか実行されなかったかの２つの状態のいずれかの状態を表す考え方である。一連の処

理途中の状態が存在しないことを示している。もし処理途中で障害が発生するとなにも実行

されなかった状態に必ず戻される。

② 一貫性は、実行の結果、矛盾のない新たな状態に遷移することを示している。トランザク

ション処理でいくつかの更新が実行される場合、一連の更新がすべて実行されてはじめて矛

盾のない状態が確保される。一連の状態がすべて更新を完了しなかった場合、なにも実行さ

れなかった状態に戻すことによって論理的矛盾をなくすることができる。

③ 分離性は、複数のトランザクションが同時に並行して実行される場合、他のトランザクシ

ョンに影響を与えない特性を表す。

④ 持続性は、実行結果が障害などで失われない特性を表す。

アは透過性、イは原子性、ウは一貫性、エは分離性を表している。求める答えはイとなる。

問７ ア

クライアントサーバシステムに関する問題である。

サービスはサーバからクライアントに提供する。

アのサービスを提供するのはサーバである。適切である。求める答えはアとなる。

イのクライアントサーバシステムはネットワークで結合された疎結合であり、密結合ではない。

ウ、エはクライアントがサービスを提供しているが誤りである。

問８ エ

クライアントサーバシステムのプロセス間相互通信に関する問題である。

アのＲＤＡは、ＯＳＩ標準で遠隔システムのデータベースをアクセスするためのアプリケーシ

ョンの規格である。共通データベース言語ＳＱＬを使用する。

イのＲＤＢは、リレーショナルデータベースである。

ウのＲＦＳは、ＵＮＩＸシステムⅤに用いられているリモートファイルシステムのことである。

分散ファイルシステムはＮＦＳという。

エのＲＰＣは、リモート・プロシジャ・コールでプログラムの一部の手続きの実行を、ネット

ワークに接続した別のマシンに委託するメカニズムである。分散コンピューティングシステムを

構築する場合の基盤技術である。プロセス間相互通信の方法として活用する。求める答えはエと
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なる。

問９ ウ

ＲＰＣに関する問題である。

ＲＰＣは、ネットワークで接続された別々のコンピュータで動作するプログラムが、データの

やり取りを行う仕組みである。クライアントで動作するプログラムがサーバのプログラムと通信

するために用いられる。求める答えはウとなる。

アはアクセス制御の考え方、イはＲＤＡ、ウがＲＰＣ、エはＮＡＳである。

問10 イ

クライアントサーバシステムに関する問題である。

クライアントサーバシステムの特徴

① クライアントとサーバのそれぞれに必要な機能に対して、最適なハードウェアやソフトア

ェウが選択できる。

② システムの機能や性能、容量に関して、柔軟な拡張が可能である。

③ 障害に対するシステムの信頼性が向上する。

④ 応用プログラムの開発効率が高まり、保守性も向上する。

⑤ 処理性能が高いクライアントマシンを利用できるので、ＧＵＩを使ったアプリケーション

を開発できる。

⑥ ３層クライアントサーバではデータの表現をクライアントのプレゼンテーション層、デー

タの加工はサーバのファンクション層、データアクセスはデータ層が分担する。

⑦ システムのパフォーマンスが低下する。

⑧ コンピュータ台数が増加し、システムの管理や保守作業が増大する。

⑨ 異なるメーカやベンダのコンピュータをネットワークで利用しているので、障害発生時の

原因の特定が困難になる。

⑩ クライアントサーバモデルは資源の共有を目的としているので、データに対するセキュリ

ティの維持が困難になる。

アの業務処理はサーバのファンクション層で行われる。

イのサーバが専用化されている場合、個々のサーバの性能を向上させることができる内容は適

切な記述である。求める答えはイとなる。

ウのセキュリティは維持が困難である。

エの特定のサーバに業務処理が集中するとシステム全体への影響は大きくなる。

問11 イ

クライアントサーバ方式に関する問題である。

ア、エのシステムの構成は、パソコンとパソコンをＬＡＮで接続する場合もあり、パソコンと

ワークステーションに限定するものではない。

イのサービスを受けるプロセスとサービスを提供するプロセスが、プロセス間通信で結合され

ている記述は正しい。求める答えはイとなる。

ウのホストコンピュータとデータファイルを分散した負荷分散の考え方はクライアントサーバ



- 5 -

システムではない。

問12 イ

クライアントサーバシステムのサーバの役割に関する問題である。

クライアントサーバシステムは、情報や資源を一元的に管理し、提供する役割のハードやソフ

トをサーバ、サーバに要求を出して情報や資源を利用するハードやソフトをクライアントと呼ぶ。

クライアントとサーバが連携することで、一つのアプリケーションプログラムが効率的に実行す

る方式である。

アの出力データの表示処理、

イのデータベースの更新処理は、複数のクライアントが関係するためサーバで実行する方が好

ましい。求める答えはイとなる。

ウの入力されたデータの形式処理、

エのプルダウンメニューの処理は、各クライアントで独自に処理するものであり、サーバが行

うと大幅なネットワークの負荷増になる。

問13 ウ

３層クライアントサーバシステムのファンクション層の機能に関する問題である。

３層クライアントサーバシステムは、ユーザインタフェース部分実現するプレゼンテーション

層、データの加工処理を実行するファンクション層、データベースにアクセスするデータ層に分

けられる。

問題に示された、検索条件の入力、データ処理条件の組み立て、データの加工、データへのア

クセスの４つの機能の内、検索条件の入力はプレゼンテーション層、データ処理条件の組み立て

とデータの加工はファンクション層、データへのアクセスはデータ層の機能である。

求める答えはウとなる。

問14 ア

３層クライアントサーバシステムに関する問題である。

３層クライアントサーバシステムは、ユーザインタフェース部分実現するプレゼンテーション

層のクライアント、データの加工処理を実行するファンクション層のアプリケーションサーバ、

データベースにアクセスするデータ層のＤＢサーバで構成される。

アのクライアント、ＡＰサーバ、ＤＢサーバの構成が適切である。

イ、ウ、エはＤＢサーバが存在しない。

問15 イ

クライアントサーバシステムのクライアント側の役割に関する問題である。

ａ、ｃ、ｆはクライアント側が受け持つ範囲であり、ｂ、ｄ、ｅはサーバ側の担当範囲である。

求める答えはイとなる。

問16 ウ

クライアントサーバシステムに関する問題である。
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システムを構成しているコンピュータにサーバとクライアントの２種類があり、クライアント

上ではエンドユーザの応用プログラムを実行し、サーバに対して注文を出し、その結果を受け取

ることで処理を進める。サーバ上では、各クライアントからの注文をさばくための専用ソフトが

実行される。サーバは管理している共有資源の種類によって、ファイルサーバやプリントサーバ

などと呼ばれる。サーバとして使用されるコンピュータはクライアントとなるコンピュータより

も高性能で高機能であることが多い。

アのクライアントとサーバのＯＳは、同一種類にする必要はない。それぞれのＰＣが通信が可

能ならばよい。

イのクライアントとサーバの役割は、クライアントが処理要求を出し、サーバが要求を処理す

る機能をもつ。

ウのサーバは必要に応じてクライアントの役割をもつ場合もあるは正しい記述である。求める

答えはウとなる。

エのサーバの機能は、同一コンピュータが２つ以上の機能をもつ場合もある。

問17 ウ

３層クライアント／サーバ構成のＷｅｂシステムの特徴に関する問題である。

３層クライアントサーバシステムは、ユーザインタフェース部分実現するプレゼンテーション

層のクライアント、データの加工処理を実行するファンクション層のアプリケーションサーバ、

データベースにアクセスするデータ層のＤＢサーバで構成される。

ＷＥＢシステムは、インターネットなどのネットワーク上での通信を介して動作し、パソコン

へのアプリケーションのインストールが不要である。ＷＥＢシステムはブラウザがあれば、シス

テムを利用できる特徴を備えています。

ブラウザの役割はＵＲＩ, ＨＴＴＰ等に基き、サーバと通信してリソースを取得する、取り寄

せたＨＴＭＬ等の資源をその種類に応じて解析したり、構文解析の結果を基に文字や画像を適切

に配置し、あるいは文字の大きさを調整したり色を付けるなどして最終的に人間の為の表示を行

う。

アは２層クライアント／サーバシステムの特徴である。

イのクライアントへの業務処理ソフトの配布、インストールは必要ない。ブラウザを用いる。

ウの業務処理はサーバで実行し、クライアントはその結果を表示するだけの記述は正しい。求

める答えはウである。

エのＨＴＴＰ要求を待ち受けるサービスの常駐は必要ない。ブラウザがその役割を果たす。

問18 エ

ストアドプロシージャに関する問題である。

アの２相コミットメントはデータベースの更新を第一相と第二相の２回のコミュニケーション

で行う方法で、データの整合性を確保する。

イのグループコミットメントは複数の更新処理をグループ化して、一度にコミットすることで

ある。

ウのマルチスレッドはスレッドを複数生成して、並行して複数の処理を行うことである。ＣＰ

Ｕの処理時間を短い単位に分割し、複数のスレッドに順番に割り当てることによって、複数の処
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理を同時に並行して処理する。

エのストアドプロシージャはクライアント／サーバー型のデータベース・システムで、処理を

高速化するための手法である。利用頻度の高い命令群(プロシージャ)をあらかじめサーバー上に

用意し、サーバーにあるデータベースにアクセスする際に、クライアントはプロシージャを呼び

出すだけで済むようにしておく。これによりクライアント／サーバー間の通信回数や通信データ

量を減らせるため、データベース・システム全体の処理スピードが向上する。求める答えはエと

なる。

問19 イ

リアルタイムシステムに関する問題である。

エアバッグ制御システムは、衝突センサや加速度計からの入力をモニタし、運転席や助手席の

エアバッグをすばや膨らまる仕組みを使用したリアルタイムシステムである。

ア、ウ、エのリアルタイムシステムは、コンピュータとネットワーク、ソフトウェアを組み合

わせたソフトリアルタイムシステムであるが、エアバック制御システムはハードリアルタイムシ

ステムである。求める答えはイとなる。

問20 ウ

アプリケーションサーバに関する問題である。

Ｗｅｂシステムの多くはＷｅｂ３層構成と呼ばれる構成にて設計されている。ウェブブラウザ

からのＨＴＴＰによるアクセス要求を分散処理するＷｅｂサーバ層、ＨＴＴＰトランザクション

の一貫性を保持し、システム固有の処理を行い、バックエンドで動作するデータベースなどの検

索/加工処理などを司るＷｅｂアプリケーション層、システムのデータや管理情報を司るデータ

ベース層で構成される。３階層システムは、クライアントやバックエンド側にビジネスロジック

を実装する方式に比べ、システムの変更や更新、増強などが容易で、柔軟性が高いシステム構成

といわれている。求める答えはウとなる。

問21 イ

cookieに関する問題である。

アのＣＧＩは、サーバに対して計算やプログラムの実行を依頼し、その結果をブラウザに表示

するために用いる仕組みである。

イのcookieは、ウェブブラウザが動作している端末のハードディスク上に保存されている情報

ファイルで、cookieを発行したウェブページに再度アクセスした場合、保存されているcookieの

情報がウェブサーバに送信される。求める答はイである。

ウのＳＳＬは、ウェブブラウザとサーバ間の通信を暗号化して安全にデータをやりとりするプ

ロトコルである。

エのＵＲＬは、インターネット上の情報がある場所と取得方法を指定する記述方式である。

問22 ウ

グリッドコンピューティングに関する問題である

グリッドコンピューティングは、ネットワーク上にある複数のコンピュータのＣＰＵを共有す
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ることで、膨大で複雑な処理を短時間で済ませようとする考え方である。インターネットに接続

している一般ユーザのパソコンを使い、複雑な処理を分散して行う例がある。

アはシステムの透過性の考え方、イは可用性の考え方、ウはグリッドコンピューティングの考

え方、エはフォルトトレラントの考え方である。求める答えはウとなる。

問23 ウ

シンクライアントシステムに関する問題である。

シンクライアントは、クライアントサーバシステムにおいて、ハードディスクやＣＤ-ＲＯＭ

ドライブなどを装備せず、データの表示や入力などの簡単な処理しかできないタイプのクライア

ントである。アプリケーションやデータなどの管理はサーバで集中的に処理する。セキュリティ

の観点から、ウィルスなどの脅威にさらされるリスクを低減する。求める答えはウとなる。

問24 ウ

クラウドコンピューティングに関する問題である。

クラウドコンピューティングは、サービス提供者がデータセンターなどに多数のサーバを用意

し、ネットワークを通じてソフトウェアやデータ保管領域を利用できるようにしたシステムであ

る。利用者はソフトウェアなどを利用し、作成したデータの保存・管理などをサーバ上で済ませ

る。利用者は、ソフトウェアの購入やインストール、最新版への更新、作成したファイルのバッ

クアップなどの作業から解放され、必要なときに必要なだけソフトを利用することができる。

コンピュータ資源をネットワークを介して提供することによって、利用者がスケーラビリティ

やアベイラビリティの高いサービスを容易に受けられるようになることである。求める答えはウ

となる。

問25 ア

エキスパートシステムに関する問題である。

アのエキスパートシステムは特定分野に特化した専門知識データベースを元に推論を行ない、

その分野の専門家に近い判断をくだすことができる人工知能(AI)システムである。推論する際に

知識ベースを使用する。求める答えはアとなる。

イのニューラルネットワークは脳機能に見られるいくつかの特性を計算機上のシミュレーショ

ンによって表現することを目指したネットワークモデルである。

ウのバーチャルリアリティはコンピュータグラフィックスや音響効果を組み合わせて、人工的

に現実感を作り出す技術である。

エのファジィコンピュータは人間の主観的な思考や判断のあいまい性性を定量的に取り扱うフ

ァジィ集合の理論を利用したコンピュータである。

問26 エ

システム性能指標のレスポンスタイムに関する問題である。

アのアクセスタイムは、磁気ディスクや半導体記憶装置等に対してデータを読み出し／書き込

みするためにかかる時間である。

イのターンアラウンドタイムは、ジョブを依頼してから、その処理結果を受け取るまでにかか
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る時間である。

ウのリアルタイムは、端末などから要求されたデータの処理をその要求発生と同時にコンピュ

ータが実行することである。

エのレスポンスタイムは、キーボードなどで仕事をコンピュータに指示してから、結果がディ

スプレイに表示し始めるまでの経過時間である。求める答はエとなる。

問27 エ

スループットに関する問題である。

スループットはコンピュータが単位時間内に処理できる仕事量やデータ量を表す。

アの遊休時間が生じると、スループットは低下する。

イのスループットは、入出力速度、オーバヘッド時間によって影響される。

ウの多重プログラミングはスループットを高める。

エのスプーリングはスループットを高める。求める答えはエとなる。

問28 ア

システム性能指標のスループットに関する問題である。

アのスループットはコンピュータが単位時間当たりに処理する仕事量である。単位時間当たり

に処理するジョブの数やトランザクション数などを表す。求める答えはアとなる。

イのターンアラウンドタイムはジョブを依頼してから、その処理結果を受け取るまでにかかる

時間である。ユーザへのサービス時間である。

ウのタイムスライスはＣＰＵの実行時間を一定時間毎に区切ることである。マルチプログラミ

ングにおいてタスクの切り換えのタイミングに使用する。ＣＰＵの使用権を実行可能状態にある

タスクに均等に与える。

エのレスポンスタイムは、キーボードなどで仕事をコンピュータに指示してから、結果がディ

スプレイに表示し始めるまでの経過時間である。

問29 エ

インストラクションミックスに関する問題である。

命令ミックスを考慮した平均命令実行時間を計算し、ＭＩＰＳ値を求める。

平均命令時間を計算する。

各命令の実行時間に出現頻度を掛けて、その和を求める。

５０×０.５＋２００×０.２＋５０×０.３

＝２５＋４０＋１５＝８０ （ナノ秒）

平均実行時間の逆数をとると、単位時間内の平均命令実行回数が求まる。

単位時間を１秒として、命令実行回数の単位を１００万で表したものがＭＩＰＳ値である。

１／(８０×１０－９)＝１２.５×１０６

従って、１２.５ＭＩＰＳで、求める答えはエである。

問30 エ

スーパコンピュータとパーソナルコンピュータの能力比を求める問題である。
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０.５ＭＩＰＳのパソコンの浮動小数点演算能力を求めると次のようになる。

５０００００÷５０＝１００００(ＦＬＯＰＳ)

スーパーコンピュータとの比較は

５００００００００÷１００００＝５００００

スーパーコンピュータの処理能力は５万倍である。求める答えはエとなる。

問31 イ

専用回線の回線利用率を求める問題である。

回線における通信上の情報量を算出し、回線速度に対する割合を求めると、回線利用率を算出

することができる。

１回のデータ伝送量は、２５６×１０＋８０＝２６４０(バイト)

１時間に１０８００件であるから伝送ブロック数は

１０８００÷１０＝１０８０(ブロック／時間)

１時間に伝送するバイト量は ２６４０×１０８０(バイト)

回線利用率は次の式で計算される。

２６４０×１０８０×８／(９６００×３６００)＝０.６６

従って、６６％であり、求める答えはイである。

問32 ウ

所要のデータ量を伝送できる通信速度を求める問題である。

１時間当たり３６００件であるから、１秒間に１件送信することになる。

必要な回線速度をＳとすると、次の式が成り立つ。

４００×８≦０.６Ｓ

Ｓ≧３２００／０.６＝５３３３

Ｓ＝９６００ビット／秒

必要な通信速度は、９６００ビット／秒で、求める答えはウである。

問33 イ

命令ミックスを使用して、ＧＩＰＳ値を求める計算問題である。

ＧＩＰＳは１秒当たりの命令実行回数は１０億回＝１０９を表したものである。

命令ミックスの平均実行時間は次式で計算する。

０.６×０.４＋０.７×０.３＋１.０×０.２＋３.５×０.１＝１ナノ秒

ＧＩＰＳ値は１／１×１０－９＝１０９＝１ＧＩＰＳとなり、求める答えはイである。

問34 イ

トランザクション処理システムの処理能力を求める問題である。

このシステムでは、同時更新処理は不能であるが、参照と更新は並列処理可能である。従って、

更新処理中に参照することができる。

更新処理は６０ミリ秒であるから、１時間に処理できる件数は次の式で求めることができる。

３６００÷０.０６＝６００００
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求める答えはイとなる。

問35 ア

トランザクション処理に関する問題である。

ＷｅｂサーバでのＣＰＵ処理は１msであるから、ＣＰＵ使用率７０％では、１秒間に７００件

の処理が可能である。

データベースサーバでは、１０データブロックの処理に、０.２×１０＝２msとなり、ＣＰＵ

使用率８０％では、１秒間のトランザクション処理件数は４００件になる。

全体の処理件数は、データベースサーバがネック工程になり、４００ＴＰＳとなる。求める答

えはアとなる。

問36 エ

トランザクション処理性能に関する問題である。

ＣＰＵの性能は３０ＭＩＰＳであるから、平均命令実行は３０×１０６回／秒

平均６０万命令を実行するに必要な時間は６０／３０００＝２／１００＝０.０２(秒)

２回のファイルアクセス時間は３０×２＝６０(ミリ秒)

トランザクション処理時間は ６０＋２０＝８０

求める答えはエとなる。

問37 イ

トランザクション処理に関する問題である。

１秒間に２０件の処理であるから、１０００／２０＝５０で、トランザクションは５０ミリ秒

ピッチに発生すると考えられる。１トランザクションの処理は４０×４＝１６０ミリ秒であるか

ら、１トランザクション処理中に発生するトランザクション用の磁気ディスクが必要になる。

その台数は １６０÷５０＝３.２となり、少なくとも４台の磁気ディスクが必要となる。求

める答えはイとなる。

問38 ア

ターンアラウンドタイムに関する問題である。

現在のターンアラウンドタイムは ３００＋６００＋１００＝１０００(ミリ秒)であるから、

これを１／２にするには、改善後のターンアラウンドタイムは５００ミリ秒になる。

従って、入出力時間は ５００－３００－１００＝１００となり、現在の１／６に改善する必

要がある。求める答えはアとなる。

問39 イ

トランザクションの処理能力に関する問題である。

プロセッサの性能は２００ＭＩＰＳ＝２００×１０６＝２×１０８であり、プロセッサの使用率

が８０％であるから、８０万ステップの命令実行に必要な時間は次のようになる。

８０×１０４／(２×１０８×０.８)＝０.５×１０－２＝０.００５(秒)

１秒間の処理件数は １／０.００５＝(１／５)×１０３＝２００
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求める答えはイとなる。

問40 ア

システムの性能見積りに関する問題である。

システムのハードウェアの使用率でよく用いられるものには次のものがある。

① ＣＰＵの使用率 ② メモリの使用率

③ 通信ネットワークの使用率 ④ 入出力装置の使用率

ここでは、メモリの使用率が問題になっている。

メモリの使用率は、ＯＳが把握しているメモリの使用量のデータと実装したメモリの容量から

メモリの使用率を求める。すなわち、ＯＳ、ユーザ空間ごとに必要なメモリの総和と実搭載量か

ら算出する。

アはメモリの使用率、イはＣＰＵの使用率、ウは通信ネットワークの使用率、エは入出力装置

の使用率を求めている。求める答えはアとなる。

問41 ウ

ベンチマークテストに関する問題である。

ＳＰＥＣは米国のワークステーションメーカなどが、製品の性能評価を行うために設立した団

体でである。

ベンチマークテストは、コンピュータのハードウェアやソフトウェアの処理速度などを数値化

し、他製品と比較するためのテストである。普通は特定の作業手順を用意しておき、その処理を

終えるまでの時間を計測することが多い。ＣＰＵやハードディスクなどの基本的なハードウェア

についてはベンチマークテストを行う専用ソフトがいくつも考案されている。

ＳＰＥＣのベンチマークテストには次のものがある。

① SPECintはＣ言語で作成したメモリアクセス、整数演算の速度を反映させるベーンチマー

クである。

② SPECmarkはFortranで作成した倍精度浮動小数点ベンチマークテストである。

③ SPECint92は整数演算の占める割合の多い６種類のＣ言語で書かれた整数演算の性能を測

るベンチマークテストである。

④ SPECfp92は浮動小数点演算の性能を測るベンチマークテストで、浮動小数点演算の占める

割合の多い１４種のテストから成る。

ＴＰＣベンチマークテストはアメリカのトランザクション処理性能評議会が定めたもので、銀

行業務におけるＡＴＭによる入出力をモデル化したＴＰＣ-Ａ、バッチ処理におけるデータベー

スシステムをモデル化したＴＰＣ-Ｂ、オーダエントリをモデル化したＴＰＣ-Ｃ、意志決定支援

アプリケーションをモデル化したＴＰＣ-Ｄの４種類がある。

アはＦＬＯＰＳである。

イは１００万回単位で表すとＭＩＰＳとなる。

ウはSPECintに関するものである。求める答えはウとなる。

エはＴＰＣベーンチマークテストである。
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問42 ウ

主記憶の競合状態に関する問題である。

競合状態は複数のプロセスがある資源に同時にアクセスする状態を呼ぶ。

アの実行待ち時間は、プロセスが入出力を完了するまでＣＰＵを使用するのを待っている状態

であり、競合状態ではない。

イのトランザクション応答時間は、トランザクションがネットワークで送信され、コンピュー

タで処理されて、再びネットワークで送信されてくるまでの時間である。主記憶の競合ではない。

ウのページングは、主記憶と補助記憶の間でページイン・ページアウトされる現象で、頻度の

大小は主記憶の競合状態を表す。求める答えはウとなる。

エのメモリ使用率は、主記憶の領域の使用割合を表すものであり、競合ではない。

問43 イ

ベンチマークテストに関する問題である。

ベンチマークテストは、ある応用分野の代表的なプログラムをサンプルプログラムとして評価

対象のコンピュータでコンパイル・実行して得た性能を基準コンピュータの性能との相対値で示

す指標である。ハードウェアによる実行だけでなくコンパイラやＯＳによる処理過程まで含めて

評価できるので、コンピュータシステム全体を対象として評価することが可能である。動的評価

手法としてベンチマークによる相対評価が使われる。

アはモニタリング、イはベンチマークテスト、ウはシミュレーション法、エは机上シミュレー

ション法である。求める答えはイとなる。

問44 ウ

インストラクションミックスに関する問題である。

アの標準モデルは、能力算定や評価の対象物に対して、最適解が求まるように条件や作業方法

が設定されたモデルである。この問題の内容では同じＣＰＵでも異なった命令では異なった値に

なるため標準的なモデルであるとは言えない。

イのカーネルは、ＯＳの基本機能を実行するプログラムで、アプリケーションソフトや周辺装

置の動作の確認、ディスクやメモリなどの資源配分、アプリケーションソフトの起動など、ＯＳ

の各機能を制御する。

ウのインストラクションミックスは、コンピュータの性能比較に利用されるモデルの一つで、

計算処理プロセスに用いる各命令の出現割合のことである。この出現割合を用いて平均命令実行

時間を計算し比較する。求める答えはウとなる。

エのベンチマークテストは、コンピュータのハードウェアやソフトウェアの処理能力を比較す

るためのテストで、標準作業を設定し、それぞれの製品で実行に要する処理時間などを測定する

ことで性能を比較する。

問45 ア

ＴＰＣベンチマークに関する問題である。

ＴＰＣベンチマークは、ＣＰＵ性能だけでなく、ハードディスク装置、ＯＳ、データベース管

理システム、ネットワークなどのシステム全体の性能を評価できる特徴がある。
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ＯＬＴＰはオンライン・トランザクション処理で、ホストコンピュータにオンライン接続され

た複数の端末がホストコンピュータにメッセージを送信し、そのメッセージに従って、ホストコ

ンピュータで一連のデータベースアクセスを含む処理を行い、処理結果を即座に端末に返信する

処理システムである。従って、ＯＬＴＰの性能はＴＰＣベンチマークテストによって評価するこ

とが可能になる。求める答えはアとなる。

問46 エ

コンピュータの性能のＭＩＰＳ値に関する問題である。

ＭＩＰＳ値はコンピュータの処理速度を表す指標であり、１秒間に実行できる命令回数を百万

回単位で表したものである。ハードウェアの性能を知る目安となる。ＣＰＵの場合、使用する命

令の種類によってＭＩＰＳ値の異なるため、代表的なインストラクション・ミックスを利用して

命令の実行時間の加重平均からＭＩＰＳ値を求める方法が用いられる。

アのＣＩＳＣとＲＩＳＣを比較した場合、ＣＩＳＣの方が高機能の命令の種類が多く、単純な

命令の集まりであるＲＩＳＣに比べて命令数は少なくなる。従って、両者のＭＩＰＳ値が同じで

あれば命令数の少ないＣＩＳＣの方が処理能力は高くなる。

イのＭＩＰＳ値は単純な加減乗除の演算命令の速度で求められたものではなく、実際の命令を

実行して求めるものであり、ＭＩＰＳ値の中にメモリアクセスも考慮された結果になっている。

従って、どの種類の命令を使用して求めるかが重要になる。

ウの浮動小数点演算の処理速度を表す単位にはＦＬＯＰＳが用いられる。ＦＬＯＰＳは１秒間

に実行される浮動小数点演算の回数を表す。ＭＩＰＳ値とＦＬＯＰＳ値は異なるものである。

エの加重平均の重み付けに使用されるコマーシャルミックスは事務処理の業務に使用されるイ

ンストラクションミックスであり、適切な記述内容である。求める答えはエとなる。

問47 イ

ベンチマークテストに関する問題である。

アのギプソンミックスはコンピュータが科学技術計算に用いられる場合を想定してつくられ

た、コンピュータの命令実行速度の評価尺度である。対象となる命令は使用頻度によってウェイ

ト付けされている。

イのベンチマークテストはコンピュータのハードウェアやソフトウェアの性能を比較、評価す

るために行うテストで、性能評価用のプログラムを入力、実行させて、実行速度、単位時間内の

処理量、処理の正確度、使用する記憶容量などを調べ、それによって性能を判断する。求める答

えはイとなる。

ウのスループットは、ある時間内で処理されるジョブの個数やあるジョブを１回処理するのに

必要な時間などで表現されるコンピュータの性能である。

エのコマーシャルミックスはコンピュータが事務処理分野で利用される場合を想定してつくら

れた、コンピュータの命令実行速度の評価尺度である。

問48 イ

システムの性能評価に関する問題である。

システムの評価手法の代表的なものに解析的方法、シミュレーション法、モニタリングなどの
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方法がある。開発・導入段階ではシステムのモデルを作り、解析的方法やシミュレーション法を

使用して事前評価を行う。ベンチマークプログラムを利用して、処理スピードやスループットを

実測あるいは実測データに基づく推定が行われる。ベンチマークは処理能力を調べるために計算

機システムに標準的なテストプログラムを使用して、入出力や制御プログラムの性能を含んだテ

ストを実施する。モニタリング手法は運転中の計算機システムの動作状況を観測し、定量的にそ

の動作パターンを把握するための手法である。モニタリングは計算機システム内を走る各プログ

ラムの振る舞いや各装置の利用状況の変化をとらえるための測定で、機器構成やソフトウェア構

成などに用いる。

アのシステムのスーパバイザ機能は、周辺機器の制御・管理に用いられるものであり、性能評

価に必要なデータを測定するものではない。

イのモデル化して性能評価する方法に、解析的手法とシミュレーションがある。イは正しい答

である。求める答えはイとなる。

ウのモニタリングは、ハードウェアによるモニタリングとソフトウェアによるモニタリングが

一体になってシステムの性能を評価するもので個別の優劣が問題ではない。

エのベンチマークテストは、ＪＩＳではなくＳＰＥＣ、ＴＰＣによって仕様が規定されている。

問49 ウ

オンラインシステムの性能評価に関する問題である。

オンライントランザクションシステムの業務処理性能にはスループットと応答時間がある。生

産性を表す性能としては単位時間当たりの処理件数即ちスループットに相当するものがあり、利

用者へのサービスとしてはトランザクションを投入してから応答が返されるまでのトランザクシ

ョン応答時間がある。

アの実行待ち時間は、サービスを受けるまでの待ち時間であり、サービス時間は考慮されてい

ないため業務処理性能にはならない。

イのチャネル使用率は、チャネルの使用割合を示すものである。

ウのトランザクション応答処理は、利用者へのサービスを表す業務処理性能になる。求める答

えはウとなる。

エのページング回数は、実記憶空間に所定のページが存在しないページフォルトに対応する回

数を示すもので、どちらも業務処理割合とは調節に関係ないものである。

問50 イ

システムの性能評価に関する問題である。

アのベンチマークテストは、処理能力を調べるために、標準的なテストプログラムを使用して、

入出力や制御プログラムの性能をテストするものであり、コンピュータの導入、システム増強計

画に使用するものではない。開発・導入段階の評価には、モデルを解析する方法やシミュレーシ

ョン法が使用される。

イのモニタリングは、稼働中のシステムの動作状況を観測し、定量的にその動作パターンを把

握するための手法であり、その結果を利用して、機器構成やソフトウェア構成の改良、ボトルネ

ックの発見と改善に使用する。求める答えはイとなる。

ウのプロトタイピングモデルの活用は、特定の問題についての検討は可能であるが、システム
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全体の運用性能の把握は必ずしも十分とはいえない。

エのハードウェアモニタによる模擬実験は、ある程度の問題点の把握には利用できるが、コン

ピュータシステムの性能予測は十分に行うことができない。

問51 ウ

ベンチマークテストに関する問題である。

ベンチマークテストは、ある応用分野の代表的なプログラムをサンプルプログラムとして評価

対象のコンピュータでコンパイル・実行して得た性能を基準コンピュータの性能との相対値で示

す指標である。ハードウェアによる実行だけでなくコンパイラやＯＳによる処理過程まで含めて

評価できるので、コンピュータシステム全体を対象として評価することが可能である。動的評価

手法としてベンチマークによる相対評価が使われる。

ＴＰＣベンチマークは、システムの性能を評価する方法にＭＩＰＳ値があるが、ＯＬＴＰシス

テムの場合、コンピュータシステム、通信装置および関係するソフトウェアについての性能の評

価も必要となるため、ＭＩＰＳ値の代わりにＴＰＣベンチマークを用いる。ＴＰＣベンチマーク

テストはアメリカのトランザクション処理性能評議会(ＴＰＣ)が定めたものである。

アのＴＰＣベンチマークの代表であるＴＰＣ－Ｃは、卸売り会社のトランザクション処理シス

テムをシミュレートして性能を評価する。結果は1分間に処理できるトランザクション数tpmCで

表す。データベースシステムの性能評価に広く使われている。性能尺度はＴＰＭである。

イの代表的なベンチマークテストは、システム内の特定の部品の性能（ディスク性能、ネット

ワーク性能など）を測定したい場合などに使用される専用ベンチマークプログラムであり、シス

テム全体の性能評価のためには複数のプログラムを実行する必要がある。

ウの性能評価のために複数種類のベンチマークテストを実行すると、システム性能の特徴が把

握でき、導入機種の選定に有効である記述は適切である。求める答はウとなる。

エのベンチマークテストは、ある応用分野の代表的なプログラムをサンプルプログラムとして

評価対象のコンピュータでコンパイル・実行して得た性能を基準コンピュータの性能との相対値

で示す指標であり、使用するプログラムによって性能評価の内容が異なる。

問52 エ

ベンチマークテストに関する問題である。

ベンチマークテストは、ある応用分野の代表的なプログラムをサンプルプログラムとして評価

対象のコンピュータでコンパイル・実行して得た性能を基準コンピュータの性能との相対値で示

す指標である。ハードウェアによる実行だけでなくコンパイラやＯＳによる処理過程まで含めて

評価できるので、コンピュータシステム全体を対象として評価することが可能である。動的評価

手法としてベンチマークによる相対評価が使われる。システムの性能評価に用いる。

アは、命令実行時間を使用して、ＣＰＵの性能を評価する。

イは、システムの稼働率を使用して、システムや装置の信頼性を評価する。

ウは、トランザクション処理能力からシステムの最大処理能力を測定し、評価する。

エは、ベンチマークテストである。求める答えはエとなる。
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問53 ウ

キャパシティプランニングに関する問題である。

キャパシティプランニングとは、情報システムを開発・改修する際に、機材の台数や処理性能、

記憶容量、回線容量などの計画を立てることである。利用者数や利用頻度、処理の内容、扱うデ

ータの種類や容量、必要とされる信頼性、予算などからシステムのハードウェアやネットワーク

の構成を検討し、機材の種類や性能、台数、配置などの具体的な計画を作成する。

計画作成上の留意点は次の通りである。

① 情報処理システムの要件に応じた設備量を決める。

② 最重要事項は性能要件である。

③ 経済性、拡張性も検討する。

④ ハードウェアの進歩やコスト／性能比の改善によって計画の重点が変化する。

作業の実施順序は次のようになる。

① 稼働状況データ、磁気ディスク使用量、トランザクション数などの基礎数値を把握する。

② 端末増設計画、利用者数の増加などを検討する。

③ 応答時間、システム資源の要求量などの増加から、システム能力の限界時期を検討する。

④ ＣＰＵ増設、磁気ディスク増設、メモリ増設などを検討する。

キャパシティプランニング実施順序は、③、④、②、①となり、求める答えはウとなる。

問54 イ

サーバの処理能力に関する問題である。

条件を整理すると次のようになる。

① データ１件の処理 命令１００万ステップ、入出力２０回

② ＣＰＵ処理 １マイクロ秒／ステップ、入出力２５ミリ秒／回

③ １年後の入出力時間 ２５×２０×０.８

④ １年後のデータ処理量 現在の処理量Ｈ×１.５

現在のデータの処理時間は

Ｈ((１００×１０６)＋２５×２０×１０３)(マイクロ秒)……①

１年後のＣＰＵのステップ当たりの処理時間をＴマイクロ秒とすると、１年後のデータの処理

時間は

１.５×Ｈ×((１００×１０６)×Ｔ＋２５×２０×１０３×０.８……②

①、②が等しくなるＴの値を求める。

１.５×((１００×１０６)×Ｔ＋４００×１０３)＝(１００×１０６)＋５００×１０３

Ｔ＝((１００×１０６)－１００×１０３)／(１５０×１０３)

＝(１０００００－１００)／１５００００＝０.６７

６７％よりも小さい値となる。現在よりも少なくとも６０％にする必要がある。求める答えは

イとなる。

問55 イ

スケールアウトに関する問題である。

スケールアウトは、サーバの数を増やすことで、サーバ群全体のパフォーマンスを向上させる
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ことである。１台のサーバが仮に１０人のユーザしか処理できないとしても、サーバを２台に増

やして負荷を分散すれば２０人のユーザに対応できることになる。スケールアウトした場合、複

数のサーバを連携して動作させることになるため、メンテナンスや障害発生時にもサービスを完

全に停止させる必要がない点が利点となる。反面、サーバの台数が増えるために管理の手間が増

大し、ソフトウェアのライセンス料金も高額になりがちなことが欠点とされている。複製や同期

が容易であり、また複製しても問題の起きないデータを扱う場合には、1台のサーバで機能や性

能を強化する「スケールアップ」よりもスケールアウトの方が適していると言われる。

スケールアップは、既存のサーバを機能強化してパフォーマンスを向上させることである。Ｃ

ＰＵやメモリなどの強化によってサーバの能力を上げ、より高い負荷に耐えられるように拡張す

る。より強力な新しいサーバに交換することもある。１台のサーバでサービスを提供するため、

複数台で運用するよりソフトウェアライセンスの料金が安く済む点や、構成が単純で管理しやす

い点、拡張方法によっては台数を増やすよりも投資効果が高い点などが利点とされる。その反面、

複数台運用でないためスケールアップ時にはいったんサーバを停止しないといけない点や、障害

発生時に回復までの時間がかかるなどの欠点がある。複製や分割が困難なデータを扱う場合には、

サーバの台数を増やす「スケールアウト」より、スケールアップの方が望ましいとされている。

イは参照処理が主であり、複数の分散処理を行っているためスケールアウトに適している。求

める答えはイとなる。

アは並列処理が困難なシステム、ウは整合性が必要でオーバヘットの少ないシステム、エはデ

ータベース間の整合性が必要なシステムであり、スケールアップが適切である。

問56 ア

スケールアウトに関する問題である。

スケールアウトはサーバの数を増やすことで、サーバ群全体のパフォーマンスを向上させる手

法である。スケールアウトした場合、複数のサーバを連携して動作させることになるため、メン

テナンスや障害発生時にもサービスを完全に停止させる必要がない点が利点となる。反面、サー

バの台数が増えるために管理の手間が増大し、ソフトウェアのライセンス料金も高額になりがち

なことが欠点とされている。

アはスケールアウト、イはクラウドサービスの活用、ウはスケールアップ、エは仮想化システ

ムである。求める答えはアとなる。

問57 ウ

３層クライアントサーバシステムに関する問題である。

３層クライアントサーバシステムは、ユーザインタフェース部分を実現するプレゼンテーショ

ン層のクライアント、データの加工処理を実行するファンクション層のアプリケーションサーバ、

データベースにアクセスするデータ層のＤＢサーバで構成される。

２層クライアントサーバシステムは、業務を実現するための処理（ビジネスロジック）はすべ

てクライアント側に記述されており、ビジネスロジックに変更が生じた場合にはクライアント側

のソフトをすべて配置しなおす必要があった。

ア、イ、エは２層クライアントサーバシステムであり、ウは３層クライアントサーバシステム

の特徴である。求める答えはウとなる。



- 19 -

エのＳＱＬ文のやり取りとデータ伝送量の関係は、ＲＰＣを利用すると最小化できるが、利用

しないと伝送量は大きくなる。

問58 ア

クラウドサービスに関する問題である。

クラウドサービスの主なメリットは次の通りである。

① 高速にインフラを構築でき、サービス提供までの時間を短縮できる。

② 冗長化によってハードウェア障害がおこりにくい。

③ ネットワーク構成の変更やリソースの追加／変更を簡単にできる

④ 運用管理にかかるコストを低減できる

SaaSは、事業者がソフトウェアをインターネット回線経由で提供し、利用者が必要なときに必

要な分だけ呼び出して利用する形態、あるいはそのソフトウェア自体のことである。

PaaSは、アプリケーションを実行するためのプラットフォームをインターネットを介して提供

するサービスのことである。

IaaSは、クラウドコンピューティングのうちの1つで、仮想化技術を利用してハードウェアリ

ソースなどのＩＴインフラをインターネット経由でオンデマンドで提供するサービスである。

IaaSのメリットは次の通りである。

① サーバー購入の手間がなく、必要な時にすぐサーバー作成できる

② ＣＰＵやメモリ、ＯＳ、ミドルウェアを自由に選択できる

③ リソース増減やスケールアップ/ダウンが自由である

④ 安価、かつ従量課金に対応している

⑤ インフラの運用はクラウド事業者に任せられる

アはIaaSのメリットである。求める答えはアとなる。

イは、SaaSを利用する場合、社内固有の機能との整合性が問題になる。

ウは、SaaSを開発や評価のために一時的に使用する場合、サービスのカスタマイズには制約が

生じたり、開発環境の自由度や業務にぴったりのサービスが見つかるか不明であり、サービスに

合わせて業務体系を変更する必要が生じるなどが問題となる。

エは、高い可用性が求められる場合、プロバイダーの対応に問題が生じる場合がある。

問59 エ

ホットスタンバイ形式によるＨＡクラスタ構成に関する問題である。

ＨＡクラスタは、複数のコンピュータを束ねて一体として動作させるクラスタシステムのうち、

システムの可用性を高めるために構築されるものである。業務システムに用いるサーバなどが障

害などで極力停止しないようにするために構築される。最も一般的な構成法は、運用系と待機系

の２系統のシステムを用意しておき、片方が障害で停止するとソフトウェアがそれを検知して直

ちに待機系に処理を移行させる方式である。

エはホットスタンバイ形式によるＨＡクラスタ構成である。求める答えはエとなる。

アは共有データベースで複数のサーバ間の処理の整合性を図る仕組み、イは障害時には処理を

他のサーバに分散させる仕組み、ウは均等にサーバに分散させ余裕を持たせる仕組みであり、い

ずれもホットスタンバイ形式の待機系を持たない処理法である。
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問60 ウ

スループットに関する問題である。

アのＭＩＰＳ値は、命令実行速度を表す単位で、１秒間に命令を１００万回実行できる単位が

１ＭＩＰＳである。

イの応答時間は、システムに対する問い合わせや要求を行ってから、応答の始まりまでの時間

を表す指標である。

ウのスループットは、システムの生産性を表す指標で、一定時間内にシステムによって処理さ

れる仕事量である。求める答えはウとなる。

エのターンアラウンドタイムは、バッチ処理方式では仕事を依頼してからその結果が完全に返

送されるまでの経過時間を表す。オンライン処理ではデータをインプットし始めてから、コンピ

ュータで処理されてその結果が出力完了するまでの時間である。

問61 イ

ホットスタンバイシステムに関する問題である。

アのコールドスタンバイシステムは、予備系はＯＳを立ち上げているが、プログラムやデータ

は生かした状態にせずに待機させておく方式である。

イのホットスタンバイシステムは、コンピュータを２台以上用意し、その内１台がダウンして

も他のコンピュータがその処理を即時に引き継げるように、プログラムやデータを生かした状態

で待機させておく方式である。求める答えはイとなる。

ウのマルチプロセッサシステムは、複数の中央処理装置が主記憶装置や磁気ディスク等の資源

を共有するコンピュータシステムであり、各中央処理装置で処理を分担する。１つのＯＳが複数

のＣＰＵを制御し並行処理し、計算速度の大幅な高速化を実現し信頼性も向上する。障害発生時

は、そのＣＰＵを切り離して処理を続行する。

エのマルチユーザシステムは、複数のユーザーが同時にログインして利用することを前提とす

るシステムである。大型計算機やＵＮＩＸシステムは、マルチユーザーシステムを用いる。
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2.2 「システムの信頼性」解答解説

問１ エ

ＲＡＳに関する問題である。

信頼性はコンピュータが一定期間安定して動作する能力であり、故障の発生を未然に防止する

必要がある。評価は平均故障間隔(ＭＴＢＦ)で表す。

可用性はコンピュータが動作している割合を表すもので、評価尺度として稼働率(Ａ)を用いる。

保守性はコンピュータの故障の発生に対して、その修復の容易さを表すもので、システムが停

止したとき、どれだけ容易に故障個所を見つけだし、修理して、システムを稼働させることがで

きるかを表す。平均修理時間(ＭＴＴＲ)で評価する。

従って、答えは(ＭＴＢＦ、Ａ、ＭＴＴＲ)となり、求める答えはエとなる。

問２ ア

ＲＡＳＩＳに関する問題である。

ＲＡＳＩＳはコンピュータを安心して使用するために備えておくべき性質で、信頼性、可用性、

保守性、保全性、機密性が問題になる。

① 信頼性はコンピュータが一定期間安定して動作する能力であり、故障の発生を防止する必

要がある。評価は平均故障間隔(ＭＴＢＦ)で表す。

② 可用性はコンピュータが動作している割合を表すもので、評価尺度として稼働率を用いる。

一部に故障が発生しても、全体として見たときにシステムが稼働できるようにする。稼働率

の計算式はＭＴＢＦ／(ＭＴＢＦ＋ＭＴＴＲ)である。

③ 保守性はコンピュータの故障の発生に対して、その修復の容易さを表すもので、システム

が停止したとき、どれだけ容易に故障個所を見つけだし、修理して、システムを稼働させる

ことができるかを表す。平均修理時間(ＭＴＴＲ)で評価する。

④ 保全性はコンピュータシステムを停止させることなく運行させ、誤動作を防いだり、デー

タの内容やデータ項目間の正当性・整合性を守ることである。

⑤ 機密性は不正なプログラムによる侵害からシステムを守ったり、保有する情報などを部外

者からの故意・過失による破壊から守ることで、プライバシなどの機密情報やデータを保護

すること。

ＲＡＳＩＳは信頼性、可用性、保守性、保全性、機密性のことである。求める答えはアとなる。

問３ ウ

可用性に関する問題である。

可用性とは、修理系が規定の時点で機能を維持している確率、またはある期間中に機能を維持

する時間の割合を示す。システムの一部が故障しても、システム全体として性能が低下するだけ

で停止しないシステムであり、利用者が使いたいときにシステムを使える状態を意味する。

アは、保守容易性の評価のための測定である。

イは、システムの保守容易性である。

ウは、可用性である。求める答えはウとなる。
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エは、安全性である。

問４ ア

ＲＡＳＩＳの可用性を求める問題である。

可用性は、コンピュータが動作している割合を表すもので、評価尺度として稼働率を用いる。

一部に故障が発生しても、全体として見たときにシステムが稼働できるようにする。稼働率の計

算式はＭＴＢＦ／(ＭＴＢＦ＋ＭＴＴＲ)である。

アのAvailabilityは可用性、稼働性、稼働率を表す。求める答えはアとなる。

イのIntegrityは完全性、正当性、整合性を表す。

ウのReliabilityは信頼性を表す。

エのSecurityは機密性、安全性を表す。残りの一つはServiceabilityで保守性を表す。

問５ ア

可用性に関する問題である。

可用性とは、コンピュータが動作している割合であり、使いたい時に使える状態の割合を示す。

通常、稼働率といい、次の式で与えられる。

稼働率＝ＭＴＢＦ／(ＭＴＢＦ＋ＭＴＴＲ)

求める答えはアとなる。

問６ ア

フォルトトレラントシステムに関する問題である。

フォルトトレラントシステムは、故障によるシステムへの影響を最小限にしたり、構成機器を

冗長構成にしてシステムが故障しても外見上は故障していないように見せるシステムである。フ

ォルトトレラントは、故障によって生じるシステムの中断時間をシステムの運用に差し支えない

範囲におさえることで、故障検出から機能回復までの時間を許容範囲内に抑え、障害時にも外部

からみて定められた状態を維持している能力をいう。

アの部分的に故障しても、システムとして必要な機能を維持する正しい。求める答えはアとな

る。

イはリモートバックアップセンタの考え方であり、ウはネットワークを利用したバックアップ

システム、エはデュアルシステムである。

問７ ア

フォルトトレラントシステムに関する問題である。

フォルトトレラントシステムは、故障によるシステムへの影響を最小限にしたり、構成機器を

冗長構成にしてシステムが故障しても外見上は故障していないように見せるシステムである。フ

ォルトトレラントは、故障によって生じるシステムの中断時間をシステムの運用に差し支えない

範囲におさえることで、故障検出から機能回復までの時間を許容範囲内に抑え、障害時にも外部

からみて定められた状態を維持している能力をいう。

システム構成に冗長性をもたせ、部品が故障してもその影響を最小限に抑えることで、システ

ム全体には影響を与えずに処理を続けられるようにする。求める答えはアとなる。
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問８ ア

フォルトトレラントシステムに関する問題である。

フォルトトレラントシステムは、故障によるシステムへの影響を最小限にしたり、構成機器を

冗長構成(無停電電源装置の導入や、各種の処理装置などを多重化する)にしてシステムが故障し

ても外見上は故障していないように見せるシステムである。フォルトトレラントは、故障によっ

て生じるシステムの中断時間をシステムの運用に差し支えない範囲におさえることで、故障検出

から機能回復までの時間を許容範囲内に抑え、障害時にも外部からみて定められた状態を維持し

ている能力をいう。

アの多重化の考え方はフォールトトレランスシステムの実現方法の記述である。求める答えは

アとなる。

イのフェールソフト、フェールセーフの考え方は、狭義のフォールトトレランスであり、縮退

運転やシステムの安全の運用維持に関する考え方である。

ウの稼働率の高い装置の採用は、フォールトアポイダンスの考え方であり、信頼性の高い部品

や装置を使用してシステムを構成する。

エのフォールトトレランスシステムは主としてハードウェア構成での冗長性を高めることを中

心にソフトウェア的な考え方を組み合わせて実現する。

問９ イ

フォールトトレラントシステムに関する問題である。

フォールトトレラントシステムは、無停止となる設計であり、故障が生じても、すべての機能

が停止することなく稼働し続け、その間に修復ができるようにすることである。コンピュータシ

ステムでは、無停電電源装置を導入したり、各種の処理装置などを多重化したりすることで対策

を施す。結果として、信頼性の向上や可用性の向上になる。

アのＲＡＩＤ０はディスクの読み書きの高速化であって、処理能力の高速化による向上になる

が、信頼性の向上ではない。

イの磁気ディスクの二重化はフォールトトレラントシステムの考え方であり、信頼性の向上に

なる。求める答えはイとなる。

ウのスケジュールバックアップは保守性である。

エのデータの暗号化は機密性である。

問10 ウ

フォールトトレラントに関する問題である。

アのシンプレックスは、汎用コンピュータを利用する場合の最小の構成であり、１台のＣＰＵ

を用いて入出力装置や必要に応じて通信制御装置などの周辺装置を接続したものである。

イのフェールセーフは、システムに障害が発生しても、その影響が正常な部分に波及しないよ

うにする考え方であり、どんな場合でもシステムが安全に運用・維持されることをねらう技術で、

特に人命への影響の阻止が重要である。。

ウのフォールトトレラントは、故障が生じても、全体として正常に稼働を続けるように設計す

るものである。求める答えはウとなる。

エのマルチベンダは、複数の企業の製品を扱うベンダである。
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問11 ア

フールプルーフに関する問題である。

フールプルーフは、ユーザインタフェースの設計などでユーザが誤操作しないように配慮する

ことである。

アはフールプルーフ、イ、ウ、エはフォルトトレラントの考え方である。求める答えはアとな

る。

問12 ア

フールプルーフに関する問題である。

アのフールプルーフは、ユーザインタフェースの設計などでユーザが誤操作しないように配慮

することである。方針の内容に一致する。求める答えはアとなる。

イのフェールセーフは、システムに障害が発生しても、その影響が正常な部分に波及しないよ

うにする考え方である。どんな場合でもシステムが安全に運用・維持されることをねらう技術で、

特に人命への影響の阻止が重要である。

ウのフェールソフトは、システムに故障が発生するとシステムの１部を切り離し、縮退運転(フ

ォールバックモード運転)をする考え方である。故障個所を切り離して、機能や処理能力を低下

させた状態でシステムの運用を継続させる技術である

エのフォルトトレラントは、故障によって生じるシステムの中断時間をシステムの運用に差し

支えない範囲におさえることを狙いとするもので、故障検出から機能回復までの時間を許容範囲

内に抑える。また、障害時にも外部からみて定められた状態を維持する能力をいう。

問13 エ

フールプルーフに関する問題である。

フールプルーフは、ユーザインタフェースの設計などでユーザが誤操作しないように配慮する

ことである。

アはフェールセーフ、イはフェールソフト、ウはフォルトトレラント、エはフールプルーフの

考え方である。求める答えはエとなる。

問14 ア

フェールセーフに関する問題である。

フェールセーフは、システムに障害が発生しても、その影響が正常な部分に波及しないように

する考え方であり、どんな場合でもシステムが安全に運用・維持されることをねらう技術で、特

に人命への影響の阻止が重要である。

アはフェールセーフ、イはフールプルーフ、ウ、エはフェールソフトである。求める答えはア

となる。

問15 ア

フェールセーフに関する問題である。

フェールセーフは、人間が誤操作した時や機械が故障した時、それによって生じる被害を最小

限にする機能や対策のことである。産業用ロボットの場合、異常動作の信号を探知して、自動的
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に停止する機能はこの考え方に基づくものである。

アは安全性で、フェールセーフの考え方である。求める答えはアとなる。

イ、エは保守性、ウは信頼性を表す。

問16 エ

フェールソフトに関する問題である。

フェールソフトは、すべての機能や性能の維持が困難なときに、縮退状態にして部分的に動作

を続行することで、故障が発生した場合、機能を縮退してでも処理を続行することを重視するこ

とである。

ウはフェールセーフであり、エはフェールソフトである。求める答えはエとなる。

問17 ウ

フェールソフトに関する問題である。

フェールソフトは、システムに故障が発生するとシステムの１部を切り離し、縮退運転(フォ

ールバックモード運転)をする考え方である。故障個所を切り離して、機能や処理能力を低下さ

せた状態でシステムの運用を継続させる技術である。

クラスタ構成のシステムにおいて、あるサーバが動作しなくなった場合でも、他のサーバでア

プリケーションを引き継いで機能を提供することである。求める答えはウとなる。

問18 ウ

ＣＰＵの平均使用率を求める問題である。

各月の使用時間、遊休時間、合計時間を求めると次の表のようになる。

月 使用時間 遊休時間 合計

４ １８０ １２０ ３００

５ ８０ ２０ １００

６ ２０ ８０ １００

合計 ２８０ ２２０ ５００

３ヶ月の使用時間合計は２８０時間、使用時間＋合計時間は５００時間であるから、ＣＰＵの

平均使用率は次のようになる。

２８０／５００＝０.５６

使用率は５６％となる。求める答えはウとなる。

問19 エ

システムの月間の故障時間から端末の月間の平均稼働率を求める計算問題である。

月間平均稼働率は、次の要領で求めることができる。

① 端末の月間の故障時間の総和から１台当たりの平均故障時間を求める。

② 端末の１ヶ月の稼働予定時間を求める。

③ ②の結果から①の結果を減じると、端末１台の月間稼働時間が求まる。
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② ③の月間稼働時間を②の月間稼働予定時間で割ると稼働率を求めることができる。

端末１台の１ヶ月の平均故障時間は総台数が１０台であるから

７２０÷１０＝７２(分)＝１.２(時間)

となる。端末の１ヶ月の稼働予定時間は８×３０＝２４０(時間)であるから、月間平均稼働率は

次の式から計算される。

(２４０－１.２)／２４０＝０.９９５

従って、稼働率は９９.５％となり、求める答えはエとなる。

問20 ウ

１０ヶ月の稼働時間、修理時間の実績からＭＴＢＦ、ＭＴＴＲ、稼働率を計算する問題である。

ＭＴＴＲは次式から求まる。

１＋１＋２＋２＋２＋１＋１＋１＋２＋２＝１５

１５÷１０＝１.５(時間)

ＭＴＢＦは次式から求まる。

９９＋１９９＋９８＋９８＋１９８＋１９９＋１９９＋９９＋９８＋１９８

＝１４８５

１４８５÷１０＝１４８.５(時間)

従って、稼働率は (１４８.５－１.５)／１４８.５＝０.９９

答えは、１５０.０、１.５、０.９９となり、求める答えはウとなる。

問21 イ

システムの稼働率の問題である。

図のシステム全体の稼働率Ａは、Ａ～Ｃの稼働率をＰとすると次の式で与えられる。

Ａ＝Ｐ×{１－(１－Ｐ)２}

Ｐ＝０.８として、システム全体の稼働率を求めると

Ａ＝０.８×{１－(１－０.８)２}＝０.８×(１－０.０４)

＝０.７６８

求める答はイとなる。

問22 エ

システムのアベイラビリティを求める計算問題である。

単体のシステムの稼働率をＸとすると並列システムの稼働率は１－(１－Ｘ)２となり、この計

算式を直列に組み合わせて求めることができる。

Ａ、Ｃの並列部分のアベイラビリティは次のようになる。

１－(１－０.９)２＝１－０.０１＝０.９９

Ｂ、Ｄの並列部分は、同様にして

１－(１－０.８)２＝１－０.０４＝０.９６

全体のアベイラビリティは次の式から求まる。

０.９９×０.９６＝０.９５０４≒０.９５

全システムの稼働率は０.９５であり、求める答えはエとなる。
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問23 イ

稼動率を計算する問題である。

並列台数を解答群のア～エにした場合の稼動率を計算すると次のようになる。

アの場合、１－(１－０.９)２＝１－０.０１＝０.９９＜０.９９９

イの場合、１－(１－０.９)３＝１－０.００１＝０.９９９＝０.９９９

３台の並列で０.９９９であるから、３台以上ではそれより大きくなる。求めるのは最低台数

であるから３台となる。求める答えはイとなる。

問24 エ

二つの装置が並列なシステムの稼働率を計算する問題である。

二つの装置が並列なシステムの稼働率をＡとすると、システムの稼働率Ｐは次の計算式から求

める。

Ｐ＝１－(１－Ａ)２

装置の稼働率Ａは次の式で求める。

Ａ＝ＭＴＢＦ／(ＭＴＢＦ＋ＭＴＴＲ)

Ａ、Ｂの装置の各々の稼働率は ＭＴＢＦ／(ＭＴＢＦ＋ＭＴＴＲ)から

５７６／(５７６＋２４)＝０.９６

故障する率は０.０４であり、同時に故障する割合は

０.０４×０.０４＝０.００１６

となる。従って、並列システムの稼働率は

１－０.００１６＝０.９９８４

となり、求める答えはエとなる。

問25 ア

システムの信頼性に関する問題である。

単体のシステムの稼働率Ａは、次の式で求める。

Ａ＝ＭＴＢＦ／(ＭＴＢＦ＋ＭＴＴＲ)

２つのシステムがＡ１、Ａ２が直列の場合の稼働率Ｐは次の式で求める。

Ｐ＝Ａ１×Ａ２

２つのシステムがＡ１、Ａ２が並列の場合の稼働率Ｐは次の式で求める。

Ｐ＝１－(１－Ａ１)×(１－Ａ２)

装置ａの稼働率は ８０／(８０＋２０)＝０.８

装置ｂの稼働率は １８０／(１８０＋２０)＝０.９

ａとｂを直列に接続したシステムの稼働率は０.８×０.９＝０.７２

求める答えはアとなる。

問26 イ

信頼性(ＭＴＢＦ)と可用性の問題である。

信頼性はコンピュータが一定期間安定して動作する能力であり、故障の発生を防止する必要が

ある。評価は平均故障間隔(ＭＴＢＦ)で表す。
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可用性はコンピュータが動作している割合を表すもので、評価尺度として稼働率を用いる。一

部に故障が発生しても、全体として見たときにシステムが稼働できるようにする。稼働率の計算

式はＭＴＢＦ／(ＭＴＢＦ＋ＭＴＴＲ)である。

この問題では、ＭＴＢＦ＝Ｔ、ＭＴＴＲ＝Ｓであるから、信頼性はＴ、可用性はＴ／(Ｔ＋Ｓ)

で表すことができる。求める答えはイとなる。

問27 ア

故障率に関する問題である。

ＭＴＢＦは故障が直ってから次に故障するまでの時間の平均値である。従って、ＭＴＢＦの期

間内で１回故障が発生することになる。１／ＭＴＢＦはＭＴＢＦの単位を時間に取ると、１時間

当たりに発生する故障の割合を表すことになる。

１台の磁気ディスクのＭＴＢＦは１００００時間であり、１週間に１００時間連続運転するた

め、ＭＴＢＦは１００週間になる。この磁気ディスクが５台あるため、１００週間で５回故障が

発生することになる。従って、平均すると２０週間に１回の割合で故障することになる。求める

答えはアとなる。

問28 ウ

ネットワークの稼働率を求める問題である。

信頼性Ｆは次の式で計算できる。

Ｆ＝(１－(１－０.９×０.９)

×(１－０.９)）

＝１－０.０１９

＝０.９８１

求める答えはウとなる。

問29 イ

定期保守を実行する場合と実行しない場合の稼働率の差異を求める計算問題である。

両者の稼働率を計算し、その差を求める。

定期保守を行わない場合の稼働率は

ＰＡ＝２４９０/(２４９０＋１０)＝０.９９６

定期保守する場合の稼働率は

ＰＢ＝１９９５/(１９９５＋５)＝０.９９７５

両者の差を求めると

ＰＢ－ＰＡ＝０.９９７５－０.９９６＝０.００１５

求める答えはイである。

問30 イ

システムの稼働率に関する問題である。

システムの構成を示すと、各ルータの稼働率は０.９であるから、右の図のようになる。

システム全体の稼働率をＴとすると

０.９ ０.９

０.９

福
岡

大
阪

東
京
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Ｔ＝(１－(１－０.９)(１－０.８１))

＝(１－０.１×０.１９)

＝１－０.０１９

＝０.９８１

答えは０.９８１で、求める答えはイとなる。

問31 イ

稼働率に関する問題である。

並列接続の場合、少なくとも１台が正常ならば、システムが正常として、解答群の稼働率を計

算すると次のようになる。

アの場合 １－(１－０.７)４＝１－０.３４＝１－０.００８１＝０.９９１９

イの場合 １－(１－０.８)３＝１－０.２３＝１－０.００８＝０.９９２

ウの場合 １－(１－０.９)２＝１－０.１２＝１－０.０１＝０.９９

エの場合、０.９９

最も高いシステムはイのシステムであり、９９.２％である。求める答えはイとなる。

問32 ウ

２つの並列なシステムが直列に結合した場合の全システムの稼働率を計算する問題である。

単体のシステムの稼働率をＸとすると、並列システムの稼働率は１－(１－Ｘ)２となり、この

計算式を直列に組み合わせて求めることができる。

並列部分の稼働率は、１－(１－Ｒ)２となる。

この並列部分が直列につながった場合の稼働率は{１－(１－Ｒ)２}２となる。

求める答えはウとなる。

問33 ア

ホストコンピュータと２台の端末のシステムの稼働率を計算する式を求める問題である。

２台の端末は並列システムとして考える。

ａ、ｂはホストコンピュータ、端末の故障割合である。

ホストコンピュータが健全に稼働している割合は、１－ａ

端末が２台故障する確率はｂ２であるから、健全である確率は１－ｂ２となる。

この二つのシステムが直列につながっているため、システムが健全である確率は次の式になる。

(１－ａ)(１－ｂ２)

従って、システムが故障によって使えなくなるのは次式で求められる。

１－(１－ａ)(１－ｂ２)

求める答えはアである。

問34 エ

複合システムの稼働率に関する問題である。

ア～エのシステム構成の稼働率を計算すると次のようになる。

アは、０.９×０.９＝０.８１

ルータ２

０.９

ルータ３

０.９

ルータ１

０.９
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イは、１－(１－０.９)２＝１－０.０１＝０.９９

ウは、１－(１－０.８１)２＝０.９６４

エは、０.９９×０.９９＝０.９８

稼働率の高い順に並べると、イ、エ、ウ、アとなる。２番目の稼働率は０.９８となり、求め

る答えはエとなる。

問35 エ

３台並列のシステムの稼動率を計算する問題である。

１台が正常ならば、システムは正常と判断する考え方であるから、３台すべてが故障するとシ

ステムは異常となる。３台すべてが故障する割合は、(１－Ａ)３であるから、稼動率Ｐは次のよ

うになる。

Ｐ＝１－(１－Ａ)３

求める答えはエとなる。

問36 エ

システムの稼働率に関する問題である。

大阪～名古屋の間に稼働率ｘの通信回線を設けると、東京・大阪間の通信回線は、東京・大阪

間の１回線、東京～名古屋～大阪の１回線、計２回線となり、この２回線は並列になる。

この回線の稼働率を０.９５以上にする場合、次の式が成り立つ。

１－(１－０.９)(１－０.８ｘ)≧０.９５

この式を解いて、ｘを求める。

１－０.１＋０.０８ｘ≧０.９５

０.０８ｘ≧０.０５ ｘ≧０.０５／０.０８＝０.６２５

答えは０.６２５で、求める答えはエとなる。

問37 ア

２つの装置を直列に接続した場合の稼働率に関する問題である。

単体の稼働率は、ＭＴＢＦが４５時間、ＭＴＴＲが５時間であるから稼働率Ａは次の式になる。

Ａ＝４５／(４５＋５)＝４５／５０＝０.９

この装置を２つ直列に接続した場合の稼働率Ｆは次の式になる。

Ｆ＝０.９×０.９＝０.８１

求める答えはアとなる。

問38 ウ

システムの稼働率に関する問題である。

少なくとも１台が正常な場合の稼働率は、２台とも故障する割合を除いた稼働率ＦＡとなるか

ら、次の式で求まる。

ＦＡ＝１－０.１×０.１＝１－０.０１＝０.９９

２台とも正常な稼働率ＦＢは次式で求まる。

ＦＢ＝０９×０.９＝０.８１
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ＦＡ、ＦＢの差は Ｆ＝ＦＡ－ＦＢ＝０.９９－０.８１＝０.１８

求める答えはウとなる。

問39 エ

複合システムの稼働率を求める問題である。

２台直列のシステムの稼働率は Ｐ２

２台直列のシステムが２系列並列になると、稼働率は １－(１－Ｐ２)２

更に、１台直列接続された場合の稼働率Ｔは、次の式になる。

Ｔ＝Ｐ×(１－(１－Ｐ２)２)

求める答えはエとなる。

問40 エ

システムの稼働率に関する問題である。

クライアントは３台が並列、プリンタは２台が並列であり、それぞれ少なくとも１台が正常な

らばシステムは正常と考えるため計算式は次のようになる。

サーバの稼働率はａである。

クライアントが故障する割合は(１－ｂ)３であり、稼働率は１－(１－ｂ)３となる。

プリンタが故障する割合は(１－ｃ)２であり、稼働率は１－(１－ｃ)２となる。

ＬＡＮは故障しないため、このシステムの稼働率Ａを求める式は次のようになる。

Ａ＝ａ(１－(１－ｂ)３)(１－(１－ｃ)２)

求める答えはエとなる。

問41 イ

システムの稼働率を求める問題である。

磁気ディスクの稼働率は、Ｄ２

ＣＰＵの稼働率、Ｃ

端末の稼働率、(１－(１－Ｔ)２)２

求める稼働率は、Ｄ２Ｃ(１－(１－Ｔ)２)２

求める答えはイとなる。

問42 ウ

ＭＴＢＦに関する問題である。

アのＭＴＴＲは、平均修理時間(故障が発生したときの修理時間の平均値)を表す。

イのアクセス時間は、制御装置が記憶装置に対して読み書きの指令を出してから、読み書きが

終了するまでの時間であり、主記憶装置の場合、処理装置がデータの読出しを要求する時間、処

理装置が アドレスバスにより主記憶装置のアドレスを選択する時間、選択されたアドレスのデ

ータをデータバスで転送する時間の和で求める。

ウのＭＴＢＦは、平均故障間隔(故障が直ってから次に故障になるまでの時間の平均値)を表す。

求める答えはウとなる。

エのギブソンミックスは、技術計算に用いられるインストラクションミックスである。
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問43 イ

システムの稼働率に関する問題である。

平均故障間隔(ＭＴＢＦ)をｘ、平均修理時間(ＭＴＴＲ)をｙとすると、稼働率Ａは次の式で表

すことができる。

Ａ＝ｘ／(ｘ＋ｙ)

ｘ、ｙを共に１.５倍すると、Ａ＝１.５ｘ／１.５(ｘ＋ｙ)＝Ａとなり、従来の稼働率と同じ

になる。求める答はイとなる。

問44 ウ

ＭＴＢＦ、ＭＴＴＲに関する記述の問題である。

アはＭＴＢＦが長い場合でも、診断・修理技術の向上によりＭＴＴＲを短くすることができた

り、冗長性を高めることによってＭＴＴＲを大幅に短縮することが可能である。

イはＭＴＢＦが短く、ＭＴＴＲが長い場合は、信頼性は低くなる。

ウはシステムに冗長性をもたせるとＭＴＢＦを改善することができる。求める答えはウとなる。

エはシステムの稼働率はＭＴＢＦとＭＴＴＲで評価する。

問45 ウ

稼働率に関する問題である。

稼働率＝ＭＴＢＦ／(ＭＴＢＦ＋ＭＴＴＲ)で表すことができる。

具体例ＭＴＢＦ＝９０、ＭＴＴＲ＝１０の場合で考えると、稼働率＝９０／１００＝０.９

アの場合 稼働率＝１８０／２００＝０.９となり、変化しない。

イの場合、稼働率＝４５／５０＝０.９となり、変化しない。

ウの場合、稼働率＝１８０／(１８０＋５)＝１８０／１８５＝０.９７

エの場合、稼働率＝４５／(４５＋２０)＝４５／６５＝０.６９

稼働率が大きくなるのはウの場合である。求める答えはウとなる。

問46 エ

ＭＴＢＦ、ＭＴＴＲに関する問題である。

ＭＴＢＦは、平均故障間隔(故障が直ってから次に故障になるまでの時間の平均値)である。Ｍ

ＴＴＲは、平均修理時間(故障が発生したときの修理時間の平均値)である。

アのエラーログや命令トレース機能を利用することによって原因が早期に判明し、ＭＴＴＲが

短くなる場合がある。

イの遠隔保守は、通常は、ＭＴＴＲが短くなり、システムのＭＴＢＦを長くする。

ウのシステムを構成する装置の種類が多くなると信頼度が低下し、システムのＭＴＢＦは短く

なる。

エの予防保守は、システムのＭＴＢＦを長くする。求める答えはエとなる。

問47 エ

信頼性向上の手段としてのミラーリングに関する問題である。

アのディスクキャッシュは、補助記憶装置のアクセス時間を改善する手法である。
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イのパラレル入出力は同時に複数の信号を送るデータ転送方式であり、データ転送の高速化の

利点がある。

ウのファイル圧縮は、データを圧縮したファイルで、蓄積容量の削減の効果がある。

エのミラーリングは、記憶装置にデータを書き込むときに同一内容を同時に別の記憶装置に書

き込む方法である。一方の記憶装置のデータが破壊されて読み出せないとき、もう一方の記憶装

置から読み出すことができる。ミラーリングは１枚のインタフェースボードに２つの記憶装置を

接続して同じデータを書き込むのに対して、デュプレックスは異なるインタフェースボードに接

続した記憶装置に同じデータを書き込む。求める答えはエとなる。

問48 エ

信頼性システムと稼働率の関係に関する問題である。

シンプレックスシステムは、最も基本的なコンピュータシステム構成でコストもかからないが、

構成要素の1つでも故障すればシステム全体に影響が及び、システムダウンや性能低下に見舞わ

れる。信頼性の低いシステムである。

コールドスタンバイシステムは、予備系はＯＳを立ち上げているが、プログラムやデータは生

かした状態にせずに待機させておく方式である。ホットスタンバイシステムに比べると信頼性は

劣るがシンプレックスシステムよりは高い。

デュアルシステムは、中央処理装置やその他の機器、ファイルを二重に持ち、２台のＣＰＵで

同じ処理を行い、一定間隔で処理結果を照合するシステムである。一方に障害が発生すると故障

したシステムを切り離し、残ったシステムで処理を継続する。ランニングコストは高いが、信頼

性は非常に高い。

信頼性の高い順に並べると、デュアルシステム、コールドスタンバイシステム、シンプレック

スシステムの順になる。求める答えはエとなる。

問49 エ

ＭＴＴＲを短くするシステム構成に関する問題である。

ＭＴＴＲを短くするには次の処理が必要である。

① 修理時間を短縮するための技術的な対策を検討する。

② 予備システムを待機させておき、故障すると直ちに切り替える。

③ 予備システムをホットスタンバイ方式で待機させ、切り替え時間を短縮する。

アのタイムシェアリングは、コンピュータの処理時間を細かく分割し、複数の仕事を順次割り

当てて実行していくことにより、全体として複数の利用者の仕事を滞りなく実行する仕組みであ

る。

イのフロントエンドプロセッサは、前処理を行う装置のことで、パソコンのかな漢字変換ソフ

トやネットワークシステムの通信制御装置などが相当する。

ウのマルチタスクは、１台のコンピュータで、複数の仕事を同時に処理することである。

エのホットスタンバイシステムは、２台以上のコンピュータ又はプロセッサを用意し、その内

の１つがダウンしても、他のコンピュータ又はプロセッサがその処理を即時に引き継げるように

プログラムやデータを生かした状態で待機させておくことである。ＭＴＴＲを短くするために利

用する。求める答えはエとなる。
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問50 ウ

システムの稼働率とＭＴＢＦ、ＭＴＴＲの関係に関する問題である。

平均故障間隔(ＭＴＢＦ)をｘ、平均修理時間(ＭＴＴＲ)をｙとすると、稼働率Ａは次の式で表

すことができる。

Ａ＝ｘ／(ｘ＋ｙ)

アのＭＴＢＦが異なり、ＭＴＴＲが等しい場合、Ａ式の分子、分母をｘで割ると

Ａ＝１／(１＋ｙ／ｘ)

となり、ｙが等しく、ｘが異なる場合であるからｙ／ｘの値によりＡの値は異なる。

イのＭＴＢＦとＭＴＴＲの和が等しい場合、Ａ式の分母が等しくなり、分子のｙが異なると等

しくは成らない。

ウのＭＴＢＦを変えずに、ＭＴＴＲを短くすれば、Ａ式のｙ／ｘは小さくなり、Ａの値は大き

くなる。システムの稼働率は向上する。求める答えはウとなる。

エのＭＴＴＲが変わらず、ＭＴＢＦが長くなれば、ｙ／ｘの値は小さくなり、Ａの値は大きく

なり、システムの稼働率は向上する。

問51 ア

クラスタリングに関する問題である。

アのクラスタリングは、複数のコンピュータを統合して１つのサーバシステムを構築すること

で、耐障害性を高めるシステムである。単一のコンピュータによるサーバシステムでは、故障な

どのトラブルが発生したときに、復旧するまでネットワークシステム全体を停止させる必要があ

る。クラスタリングを行うことで、いずれかのコンピュータが停止しても、ネットワークシステ

ムを停止することなく運用が継続できる。求める答えはアとなる。

イのコールドスタンバイ方式は、予備系はＯＳを立ち上げているが、プログラムやデータは生

かした状態にせずに待機させておく方式である。

ウのホットスワッピングは、システムを構成する機器に障害が発生しても、システムを停止す

ることなく、障害となった機器を修理・交換する機能である。パソコンの場合、電源をオンにし

たまま、周辺装置を抜き差しできることをいう。

エのミラーリングは、ディスク数を倍にして、１台目のディスクの内容をそっくりコピーする

ことによって信頼性を向上させる方式である。

問52 エ

システムの稼働率を求める問題である。

どちらか１台が稼働しておればよいシステムの稼働率を求める計算式は次のように考える。２

台のシステムの稼働率をＡ１、Ａ２とすると、システム全体の稼働率Ａは、次の式になる。

Ａ＝１－(１－Ａ１)(１－Ａ２)

問題のシステムは、コンピュータ１の稼働率は

４８０／(４８０＋２０)＝４８０／５００＝０.９６

コンピュータ２の稼働率は

９５０／(９５０＋５０)＝９５０／１０００＝０.９５

従って、全体の稼働率は
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Ａ＝１－(１－０.９６)(１－０.９５)＝１－０.０４×０.０５

＝１－０.００２＝０.９９８

９９.８％となり、求める答えはエとなる。

問53 ウ

高信頼性システム構成のデュプレックスシステムに関する問題である。

高信頼システム構成の代表的なものに、デュプレックスシステムとデュアルシステムがある。

デュプレックスシステムは、中央処理装置と主記憶装置を２系統もつことによって、システム

全体の信頼性をあげるシステムであり、通常、１系統をオンライン用として使用し、もう１系統

を待機用としてバッチ処理などを行う。オンライン用の系統に障害などが発生すると、待機用の

系統をオンライン用に切り替えて処理を続行する。

アは密結合型マルチプロセッサシステム、イは疎結合型マルチプロセッサシステム、ウはデュ

プレックスシステム、エはデュアルシステムである。求める答えはウとなる。

問54 ウ

デュプレックスシステムの構成に関する問題である。

アのシンプレックスシステムは汎用コンピュータを利用する場合の最小の構成であり、１台の

ＣＰＵを用いて入出力装置や通信制御装置などの周辺装置を接続したものである。

イのデュアルシステムは中央処理装置やその他の機器・ファイルを二重にもち、それぞれのＣ

ＰＵで同じ処理を行い、一定間隔で処理結果を照合するシステムである。

ウのデュプレックスシステムは中央処理装置と主記憶装置を２系統もつことによって、システ

ム全体の信頼性をあげるシステムであり、通常、１系統をオンライン用として使用し、もう１系

統を待機用としてバッチ処理などを行う。求める答えはウとなる。

エのパラレルプロセッサシステムは並列処理が可能なコンピュータシステムであり、処理装置

が複数台で構成され、複数のジョブが並行して実行できるため処理速度が速くなる。アレイプロ

セッサシステムやベクトルプロセッサシステムが該当する。

問55 ア

デュアルシステムに関する問題である。

デュアルシステムは、中央処理装置やその他の機器、ファイルを二重に持ち、２台のＣＰＵで

同じ処理を行い、一定間隔で処理結果を照合するシステムである。一方に障害が発生すると故障

したシステムを切り離し、残ったシステムで処理を継続する。ランニングコストは高いが、信頼

性は非常に高い。

アはデュアルシステム、イはデュプレックスシステム、ウはコールドスタンバイシステム、エ

はホットスタンバイシステムである。求める答えはアとなる。


